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　Fonow 且ng 止 e　prcVious　paper，　the　 r。lations　between　 the 　form　 of 　the　 upper 　arm
，
　the　shape 。f

山 eamscye 匪ine　and 　rnany 　other 　iterns　of 　body　measurement 　were 　clari丘ed 　by　us三ng 　the　canonical

correlation 　analysi5 ．　It　 was 　shown 　that　the　hcight　and 　the　girth　of 　young 　 women 　wcre 　 related
，

whilc 　 no 　 5uch 　relation 　 was 　fbund　i皿 the　casc 　of　o 童dcr　women ．

　 In　order 　to　classify 　the 　form　of 　th¢ upPer 　arm 　and 　the　shape 　of 　the 　armnscye 　liLe
，
　the 　factor　ana1 ．

ySis　was 　madc 　 respcctively 　 and 　three　factors　were 　 obtaincd 　for　thc 　former　and 　five　for　the　latter．
By　using 　thcse　factor　scores 　obtalned 　from　the　above 　mentioned 　analysis 　and 　through　cluster 　anal −

ysiS，　the　fb皿 of 　thc　upper 　arm 　and 　the　shape 　of 　the　armsye ］ine　were 　classi 丘ed ．
Regarding 　the　form　of 　thc 　upPer 　arm ，　each 　of 　the　two 　women 　groups　has　a 　large　cluster　｛n　which

a置lof　the 　three 　facter　scores　arc 　low．　 The 　ratio 　of 　the　cluster 　of 　the　young 　women 　in　which 　the

lcngth　above 　thc 　lcvel　of 　armscye 　peint　is　longer　is　41．4％ ，
　while 　the　ratio 　of 　dle　clustcr 　of 　thc　older

women 　in　which 　the 　length　undcr 　 the 　level　of 　armscye 　poinl　is　longer　is　41．3％．

　Regarding 　the　shape 　of 　the　 armscye 　line
，
　thcre 　are 　some 　clustcrs 　of 　the 　older 　women 　in　which

重he 匸ength 　in　the　verticai 　dircction語 longer．　They 　include　a　cluster 　in　which 　the 　wid 山 of 　the

armscye 　points　is　longer．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received 　September 　2，1991 ）

KeyWOtdst 　 canonical 　 correlati 。 n 　 analysis 正準相関分析 ，
　 factor　 analysis

analysis 　ク ラ ス タ ー
分析，　 classification　類 型化．

因子分析，
cluster

　1． 緒　 曾

　着衣基体 と し て の 身体形態を 類型化す る こ とは，衣 服

設計の 立 場 か ら， 重要な こ とで あ る．大村 ら
1）
は ， 成長

期男女の 肩部 ・頸部の 類型化を 行い ，服部
2）

は ， 若年女

子 の 下 半身形 態の 類 型化 を 報告 して い る．高部
3，

は，衣

服サ イ ズ シ ス テ ム へ の 応用などを 目的 と して，成長 期男

女 の 人体 の 形態類型化を行 っ て お り， 植竹は 成人女子 の

身体を分類
‘》

し，衣服の 選択行動 との 関 連を 報 告
5）

して

い る が ， 直接 ， 袖つ けに 関す る部位 の 形態 類型化 は これ

ま で に み あた らない ．衣服設計に お い て，袖つ け部分は，

衣服 の 適合性，着用感に 関与す る大切な 部分で あ り，そ

の 周辺 の 人体の 形態 を捉え ， 類型化す る こ とは 必要 で あ

る と考 え る，前報
S）

で は，青年女子 ， 高齢女子の 上腕部

形態お よ び腕付根部形状 の 計測値 を用 い て，因 子 分析を

行 い ，他方，上腕部の 体表面採取 よ り得 られ た袖山線 に

相当す る曲線を求め た，こ れ らよ り，青年女 子，高齢女

子そ れぞれの ，上腕 部形態 お よび腕 付根部 形状の 特性 を

明 らか に し た．

　本報 で は，上 腕部形態お よび 腕付根部形状 とそれ 以外

の 身体計測値との 関 わ りを，正 準相関分析法 を用 い て 調
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　　　　　　　　　　　　　　図 L 上腕部お よび腕付根部 の 解析項目

（1）　1’‘−M ・F・・（2）1−−H ・（3） 1〜A ・（4） 1・・−P，（5）1〜M ．B ．
， （6）・〜腕 付 根 下 端位 ， （7）・〜上 腕 最

大囲 位 ， （8） M ．F．・vM ．B ．の 体表面 上 の 実 長 距離，（9） F〜 B の 体 表 面 上 の 実 長 距 離 ， （10） B か ら ア ー
厶 サ イ ラ イ ン の 前 部 ま で の 体 表 面 上 の 水平笑長距 艦 （11）腕付根下 端 位 で の 上 腕囲，（12）上 腕 最大囲，
（且3）触 イ ・ （14）鍍 ・ ・（！5） 角 度・

・   b
， （17）・

， （18）d，（19）・
， （20）　 f， （21）9， （22）h，

（23）j： F か ら腕付根下端位 ， （24） k ： B か ら腕 付 根下 端位，（25）F〜B の 直線距離 ， （26）A 〜H ，
（27）　A〜F

，　　　　　　（28）A〜B、（29） U 〜F，（30）U 〜B

ぺ ，さ らに ，上腕部形態 ， 腕付根部形状それぞれの 因子

得点を 用 い て ク ラ ス タ ー分析し ， 類型化 を 行 っ た．そ し

て ，分 類 され た ク ラ ス タ ーか ら， 青年女子と高齢女子 と

の 上腕部形態お よび 腕付根部形状を比較検討 した．

　2，　資料および方法

　（D 資　　料

　前報 と同 じ く、 年 齢 20〜22 歳 の 青年女子 104名 と年

齢 M 〜 96 歳の 高齢女子 46 名 の 上 腕部 の 計測項 目 12項

目．腕付根部 の 計測項 目 18項 目 ， 上 腕部 お よび 腕付根

部以外の 計測 項 目 13項 目の 計 43項 目を と りあ げた．上

腕部お よび 腕付根部 の 項 目は ， 前報 と同様 ， 図 1に示す

30項 目で あ る． こ こ で ，F ：前腋点，　A ：肩峰 の 前端 ，

H ： 上 腕骨頭 の 中央 の 点 ， B ：後腋点， 1 ：後腋点 B か

ら後腋点位の 水平線 とア ーム サ イ ラ イ ン の 前部の 交点ま

で の 体表面上 の 実長 距 離の 中点 ， P ： 1を 通 る 垂直線 と

ア ーム サ イ ラ イ ン と の 交点 ，
M ．　F．： 前腋点 F か ら P ま

で の 中点，M ．　B ．：後腋点 B か ら P ま で の 中点で あ る．

　上 腕部 お よび腕付根部以外 の 項 目は 次 の と お り で あ

る．

　（31）背丈．（32）背肩幅 ， （33＞背幅 ， （34）頸付根 囲，

54

（35）乳頭位胸囲．（36）胴囲 ， （37）前丈，（38）乳頭間幅，

（39）乳頭下が り， （40）胸幅 ， （仙 〉肩幅，（42）腕の 長 さ，
（43）上腕 の 長 さ．

　 （2）解析方法

　青年女子 ， 高齢女子別に，上 腕部形態 お よび 腕付根部

形状 の 計測項 目SO項 目 と ， 体幹部 お よ び 上 肢部の 身体

計測項 目 13項 目との 関係を ， 正準相関分析に よ っ て 検

討 した．こ こ で ， 上腕部形態お よ び 腕 付根部形状 の 計測
項 目 30項 目を第 1 セ ッ ト ，体幹部 お よ び 上 肢部 の 身体

計測項 目 13項 目を第 2 セ
ッ トと した．

　前報 に お い て，第 1 セ ッ ト項 目に 関 し て 因 子 分析を 行

っ た 結果，計測項 目は 7 因子 に 分類 され た．同一因 子に

含
．
まれ る項 目は ， 上腕部の 周径，腋点を境 とした上 下 に

お け る上腕部 の 縦方向の 長 さ ， 腕付根部の 腋点を境とし

た 上下に お け る前方向．後方向の 幅と長さで あ る．

　そ こ で 上腕部の 計測項 目 12項 目 ， 腕付根部の 計測 項

目 18項目，そ れ ぞれ の 因 子分 析 を行 い ，前報 と 同様 に

体型分類 に 有効 な 因子を 抽出 し ， 得 られた 因 子得点 か ら，

ク ラ ス タ ー
分析を行 い．上腕部形態 お よび腕付根部形状

の 分類を試み た．

　正 準相関分析 ， 因子分析 ，
ク ラ ス タ ー分析 （Q モ

ード
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正 準 相 関 表 （青 年 女 子）

上 腕 部 形 態 お よ び 腕 付 根 部 形状 の 把 握 （第 2 報）

表 1．正 準相関分析 の 結果

　 　 　 　 　 　 　 正 準 相 関 表 （高 齢 女 于）

正 準変 量 固 有 値 正 準 相 関 係数 検 定 正 準 変量 固有値 正 準相関係 数 検 定

12 O．7470
．677

0．8640
．823

ホ

＊

＊

＊

＊＊ 1％の 危険 率 で 有 意

123 0，9930
．9810
。970

0．9970
，99且

0．985

“

．
＊

串

＊

零

毒

　　　　　　 ＊＊ 1％ の 危 険 率 で 有意

正 　準　係 数 表

正 準 変量 の 正 準 係 数 （第 1 セ ッ ト）

項 　 　 目
青年 女 子 高齢 女 子

第 1正 準 係数 第 2 正 準 係 数 第 1止 準 係 数 第 2 正 準 係 数 第 3正 準 係数

（1） 1 〜M ．F ．
（2） 1〜H
（3） 1〜A
（4） 1〜P
（5） 1〜M ．B ．
（6） 1 〜腕付根下 端 位

（7） 1〜上腕 最 大囲位

（8） M ．F ，〜M ．　B ．間 隔 実 長 距 離

（9） F 〜B 間隔 実 長距 離

（10） B か ら ア ーム サ ィ ラ イ ソ の 前 部

　　 まで の 体 表面 上 の 水平実長 距離

（11） 腕 付 根 下 端 位 で の 上 腕 囲

（12） 上 腕最大囲

（13）角度 イ

（14）角度 ロ

（15）角 度ハ

（16） b
（17） c

（18） d
（19） e

（20） f
（21） 9

（22） h
（23） j
（24） k
（25） F 〜B 間隔 直線 距離

（26） A 〜H

（27）A 〜F
（28） A 〜B
（29）U 〜F
（30） U 〜B

一
〇．264

　 0．！91
　 0．627
− 0．555
　 0，067
− 0，032
　0．180
− 0，083
　 0，105

　 0．590
− 0．787

一
〇．835

　 0，003
　0．418
− 1，144

　0．944
− 0．651

　 0．051
− O．926
　2，143

一
〇．296

− O．003
− 0．244
− 0．075
　0．579

　 0．870
− 1．208

一
〇．097

　 0，218
− 0．061
　0．403
　 0．784
一〇，081
− 0．929
一

〇，026
　 0，307
− 0，421
　0．388
− 0，490
− 0，773

　 0．080
　 0．487
− 0．040
− 0．444
− 0．213
− O．　551
　 0．811
− 0．221
　 1．124
　 0．745
一〇．370
− 0．640
− 0．251
　 0．585
　 0．082
− 1，089
− 0，961

一〇．481
− O．　605
　0．且32
− O．335
　0．469

一
〇．252

− 0．168
　 0．124
　 0．264
一

且．222
一〇．221
− 0．248
　 1．265

跏

膃

煕

嬲

00000　

　

　
一
一

0，0470
，261

一
〇．039

　 0．329
− 0，473
− O．389
− 0．473
− L515
　 1，167
一1．212
− O．300
　0．270
− 0，173
　3．564
− 0，381

　0．072
− 1．127
　1，262
− 0．965
　 0，443
　0．076
− O．2S9
　0，370
− 0．453

一〇，421
　 且．568
− 1．231

129024

昌
1

 

1280
α

α

L

　

　
一

357ロ0
　 0．185
− O．447
− 0．414
− 1．469

　 0．488
　3．453
− 1．769

一〇．487
− 0，862

一
〇．　048

一王．221
一

〇．611
　0．087
　 1，578
一

〇．124
　 0．449
− 0．293
− O．538
　 3．021
　 0．902

　 0．050
− 0．232
　 0．501
− 0，272
− 0，421
− 0．172
− 0，76艮
一

〇．165
　0．　a89

一
〇．381

− 0．379
　 0．223
− 2．079

　 0．399
− 0．582
− 0．254
　 1．821

一
〇．164

　0，023
− LI61

　 0，526
− 0．389
− 2，482

正 準 変 量 の 正 準 係 数 （第 2 セ
ッ ト）

項　　目
青年女子 高齢女 子

第 1正 準係 数 　第 2 正 準 係 数 　第 1正 準係 数 　第 2 正 準係 数 　第 3 正 準 係 数

（31）背　丈

（32） 背 肩 幅

（33） 背　幅
（34）頸付根囲

（S5）乳 頭 位 胸囲

（36） 胴 　囲

（37） 前 　丈

（38）乳 頭 間 隔

（S9）乳頭 下 が り

（40）胸　幅

（41） 肩 　幅

（42） 腕 の 長 さ

（43） 上 腕 の 長 さ

　 0．212
− O．011
− O．096
− 0．014
− O．704
− 2．069

0．862

一〇．128
− 0．007
− O．232
− O．　067
− 0．096
　 0．040
− 0．015

鬻
嬲

嬲

000000　

　

　
一
　

一

　 0．037
　 0．Ol8
− O．111
　 0．140
　 0．797
− O．599

一
〇．020

　0．354
− 0．276
− O．144
− 0．678
　 0．147
− 0．125
− 0．102
　 0．OO4
　 0．且03
− O．276
− 0．117
　0，且69

一
〇，090

− 0．180
　0．066
　0．095
− 0．374
　 0．180
　 0，077
　0．961
− 0．676

　 0．206
　0．339
− O．228
− 0．！41
　0．720

譏
嬲

0000　

　
｝
一

一
〇．057

− 0．085
　 0．108
　 0．362
− O．475
− 0．228
　 0．144
　0．123
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法） は 統計処理 パ
ッ ケ

ージ SPSS7 ｝

を 用 い て 行 っ た．

　1 　結果お よび 考察

　青年女子，高齢女子 そ れ ぞれ に 正 準相関分析 を 適用 し

た 結果 を表 1に 示 す．青年女子に お い て は ， 第 1 ， 第 2

正 準相関係数 は ， そ れ ぞれ O．　864，0．　B23 の 高い 値を示

し ， 1％の 危険率 で 有意で あ る．第 1正準変量 へ の 貢献

の 大 きい 項 目は ， 上腕部形態 お よび 腕付根部形状 の 身体

計測項目 （第 1セ
ッ ト） で は ， （12）上 腕最大 囲 ，（17）c ，

（19）e
， （25）F 〜B の直線距離で あ り，体幹部 お よび 上

肢部の 身体 計測 項 目 （第 2 セ ッ ト） で は （35）乳 頭 位胸 囲，

（36）胴囲で ， （17）c
， （19）e を除い て 周径 に 関す る項目

で あ る．第 2 正 準変量 に つ い て は ， 第 1 セ ッ トで は （2 ）

1 〜H ，（3 ）1 〜A ，（4 ）1〜P，（10）B か らア
ー

厶 サ

イ ラ イ ン の 前部 ま で の 体表面上 の 水平実長距離，（H ）腕

付根下端位で の 上腕囲，（18）d ，（20）f，（21）9 ，（27）

A 〜F ， （28）A 〜B で ， 第 2 セ
ッ トで は （31）背 丈，（37）

前丈 ，（42）腕 の長さで ， （10）B か らア ーム サ イ ラ イ ン の

前部 まで の 体表面上の 水平実長距離，（11）腕付根下端位

で の 上 腕囲 を除 い て 丈お よび 縦方向 の 長 さ の 項 目で あ る．

青年女子は ， 乳頭位胸囲 ， 胴囲 と上腕最大 囲との 相関が

高く，背丈，前丈，腕 の 長 さ と上腕部 の 縦方向の 長さで

あ る 1〜H ，1〜A ， 1〜P ，腕付根部 の 縦方向の 長 さ

で ある 正， 9 との 相関が高 い とい え る．前報 に お い て ，

青年女子は 体幹部 ， 上肢部の 項 目 と上腕部 ，腕付根部 の

項目 との 各値の 相 関係数が 低 く，因子分析結果 で は，体

幹部，上 肢部の 項 目が 上 腕部，腕付根部 の 項 目 とは別の

因子 に 抽 出 され た S，．正 準相関分析結果 とあ わ せ る と，

体 幹 部 ，上 肢 部 の 項 目 と上 腕 部，腕 付 根部 の 項 目 とは ，

個 々 に は 相関係数が 低 く， 独 立 で あ るが ， 青年女子に お

い て は ， 体幹部 ， 上 肢部 の 項 目と上 腕部，腕付根部の 項

目 とは ， 丈方向 と周径 の 方向に 関係が ある こ とが 明 らか

に な っ た，一方，高齢女子に お い て は，第 3正準相関係

数 ま で は 1％の 危険率で 有意で ある が，さ ま ざま な項目

が現れ て お り，青年女子の よ うな対応が認め られな い．

こ の こ とは ， 高齢女子 は 上腕 部に お ける 周径お よび 縦方

向の 長 さ，腕付根部に お け
』
る 長 さお よ び 角度に 個人差が

大 きい こ と と関連 し て い る と考 え る．

　 次 に 上 腕 部 形 態 お よ び 腕付根部形状の 分類 をす る た め

に ，前報 と同 様，因 子 分析を行 っ た ．本報で は ，上 腕部

形態， 腕付根部形状それぞれ の 分類を行 うこ とを目的 と

した こ とか ら，上 腕 部 の 計 測 項 目 12項 目，腕付根部 の

計測項 目 且8項 目，そ れ ぞれで 因子分析を行 っ た．上 腕

部の 結果 を 表 2 に 示 す．青年 女 子，高齢女子 の 第 3 因子

ま で の 累積寄与率は それ ぞれ 78．3 ％，825 ％ で あ る．

青年女子 ， 高齢女子 ともに 第 1因子 は （1）1〜M ，F ．

（2 ）1〜H ，（3 ）1 〜A ，（4 ）1〜P，（5 ）1〜M ．B．

の 項 目の 因子負荷量 が高 く，上 腕部 の 腋点 よ り上 部の 縦

方向の 長 さを表す因子 とした．第 2因子は ， （9 ）F 〜B

の 体表面 上 の 実長距離，（EO）B か らア
ー

ム サ イ ラ イ ソ

表 2．パ リマ ヅ ク ス 回転瑛の 因子負荷量 （上 腕部）

青 年 女 子 高齢 女 子

項 　 　 目

第 1因 子 　 第 2 因 子 　 第 3因 子 　 第 1 因 子 　 第 2 因 子 　 第 3 因 子

（DI 〜M ．F ．

（2） 1〜H

（3）！〜A

（4） 1〜P

（5） 1〜M ，B ．

（9） F 〜B 間 隔 実 長距離

（10） B か ら ア ーム サ イ ラ イ ソ の 前部

　　 ま で の 体 表 面 上 の 水平実長 距離

（11）腕付根下 端 位 で の 上 腕 囲

（12）上 腕 最 大 囲

（8）M ．F ，〜M ．　B ．間隔実長距 離

（6） 1〜腕 付 根 下 端 位

（7） 1 〜上 腕 最大 囲 位

O．　8270

，9080

，9650

，9600
．7970
，246

0．33RO
。1540

．1280

．13且

0．3540

．864

　 0．152

　 0．081
− 0，027
− 0．049

　 0．且29

　0．288

　0．307

　0．150

　0．175

　0．380
− O．157

　 0．087

0，8000

，9590

．938

　0．179
− 0．005

　0，113

O．　8740

，9360

，974

　O．252
− O．　024
− O．0且9

　0．524

　0．7740

．655

0．96且

0．7280
．Ol5

　 0．219

　0．139
− O，042
− O．　039

　 0．343

　 0．917

一〇．093
− 0，164
− 0．155
− 0．211
− 0．218

　0．061

　0．129

　0．177
　0．150

　0．519
− 0，199
− 0．398

0．9380
．8480

．8S3

　0．430

　0．　S12
− 0，00且

一
〇，149

　0．400

　0．353
− 0．026

　0．8340

，746

寄 与 率 （％）

累積 寄 与 率 （％）

49．549

，5

18，167

．5

10．878

．3

99軋

牲

29．974

，8

7．782

．5
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表 3．パ リマ
ヅ ク ス 回転緩の 因子負荷量 （腕付根部）

青　年　女　子
項 　 　 目

第 1因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因于 第 5 因子

（14） 角度 ・

（16） b

（23） j
（29） U 〜F

（15）角度ハ

（17） c

（24） k

（25） F 〜B 間 隔 直線距 離

（30）U 〜B

（且8） d
（19） e

（28）A 〜B

（20） f

（21） 9

（22） h

（27）A 〜F

（13）角度 イ

（26）A 〜H

O．　8120

，856O

．　8070
．889

一〇．176
− 0．237

　 0．133

　0，574
− O．229
− 0，！19
　 0．182
− 0．070

　0．248

　0．058

　0，333
　 0，083

　 0．398

　0．057

一
〇．104

− 0．134
　 0．　041
− 0．142

　 0．7750

．8230

．7860

．662
一

〇．852

　0．254
− 0．416

　0．077

　0．　039

　0，007
− 0．190
− 0．106
− O．146
− 0．130

一
〇．373

− 0，097

　0．377
− 0．025
− 0，054

　 0．359
− 0．266

　0．274

　0，209

　 0，901

　 0．744

　0．954

　0，640

　0．192
− 0．0且5

　 0，138
− O．236

　0，06且

　 0．093

　0，252
− O，Ol9

　 0．205
− 0．402
− 0．228

　0．2280
．092

− 0．097

　 0，017

　 0．4500

，且290
．603

　 0．908

　 0，791

　 0．890
− 0，0170

，193

　 0，217

　0．205
− 0．091

　 0．180
− 0．089
− 0，置79
− 0．0且4

　0．045
− 0．186
− 0．089

　 0．108
− O．　oee

　O．028
− 0．253

　 0，347

　0，307
　 0．840

　α944

寄与率 （％）

累 積 寄 与 率 （％）

2
り幽

330」

3

nJ4

・
2356 04

凸

ρ
0

ウ「
17 89

御
aL　

8

4邑
ρ
07册

高　齢 　女　子

項 　 　 目

第 1因 子 第 2因 子 第 3因 子 第 4因 子 第 5 因 子

（15） 角 度 ハ

（17） c

（24） k

（25） F 〜B 間隔 直線距離

（30） U 〜B

（19） e

（20） f

（2艮） 9

（22） h

（27） A 〜F

（14） 角 度 ロ

（16） b

（23） 」

（29） U 〜F

（18） d

（28） A 〜B

（13）角 度 イ

（26）A 〜H

0．8350

．9230

，8840

，691O

．964
一

〇．　320

　0．294

　0．144
− O．142

　0．257
− O．484
− 0，H8
　0，146
− 0．258

　0，364
− 0．151
− 0．386
− O．　088

一
〇，297

− 0，121

　0．3030

．1660

，0620

．7010

，623O

．　938O

．9160

．916
一

〇．OM

　O．429
− O．　007

　0，106
　 0．21i

　 O．210
− O．204

　 0．146

一
〇．319

− O，196

　 0．177

　 0．590
− 0．159

　 0．231

　 0．581
− 0．069

　 0，252
− 0．163

　0，820
　 0．526

　 0．922

　0．937
− 0．096

　 0．182

　 0．346
− 0．136

一
〇，115

　0．140

　 0．OIO

　O，127

　0．　068

　0．321

　 0．387

　0．185

　0，063

　0．090
− 0．160
− 0，236

　0，158
　 0，082

　 0．830

　 0．906
− 0，260
− 0．016

一
〇．187

− 0，且23
− 0．034
− 0．艮19
− 0．070
　 0．085

　 0，041
− O．20且

　 0，1置8

　 0，081

　0，088
− O．253

　0．039
　 0．038
− 0．125
− 0．058

　 0．766

　0．958

寄 与 率 （％）

累 積 寄 与 率 （％）

Ω
」

3000
」

3
58四

弱

14．974
．7

8583　

8

39790

（777） 57

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日 本家政学会誌 　Vol．43　No ．　8 （1992）

　ク
ラ

　 　 ス

　　　乳
年齢区分

青

年

女

子

高

齢

女

子

1 1ー llI v

             
パ 19 （18，3％） 。 ；24 〔23，1％） パ 6 （5鯛 ・ ：32 （30．8％） ・ ：11 〔10，6％1 ・ ： 2 〔L9 ％） n ：置0 （9・6％1

         
n ：星4　｛30，4％）　　n 　：　7　（15．跳 ）　　眄　： 12　〔26．1％）　　”　：12　（器 ．1％｝　　　睡　：　1　〔2，2％）

図 2．上腕部形態の 分類

　 　 上腕部の 周径

FAC2

  篠繍 あk，，

　 　 FAC3

上 腕部の 腋 点 よ り

下部の 縦方向の 長さ

の 前部 ま で の 体表面上 の 水平実長距離，（11）腕付根下端

位で の 上腕囲，（星2）上腕最大囲の 項 目の 因子負荷量が高

く，上 腕部 の 周径 を表す因子，第3 因 子は （6 ）1 〜 腕付

根下 端位，（7）1〜 上 腕最大囲位の 項 目の 因子負荷量 が

高く，上腕部の 腋点よ り下部の縦方向 の 長さを表す因子

とした．

　腕付根部の 結果 を表 3 に 示 す．青年女 子 の 第1 因子 は

腕付根部前部 の 腋点 よ り下部 の 幅 と長さを表す因子 ， 第

2 因 子は 腕付根部後部の 腋点 よ り下部の 幅と長さを表す

因子 ， 第3 因子は腕付根部後部の 腋点よ り上部 の長さを

表す因子 ， 第4 因子は 腕付根部前部 の 腋点よ り上部の 長

さを 表す因子，第 5 因 子 は A か らの 上 腕骨頭 の 位置を表

す因子 とな っ た ．

　高齢女子の 第 1因子は 腕付根部後部 の 腋点 よ り下部の

幅 と長 さを表す因子．第 2 因子は 腕付根部前部 の腋点 よ

り上部の 長 さを 表す因子，第 3 因子は 腕付根部前部 の腋

点よ り下部の 幅と長 さを表す因子，第 4因子 は腕付根部

後部 の 腋点よ り上部の 長 さを表す因子 ， 第 5因子は A か

らの 上 腕骨頭 の 位置を表す因子 とな っ た．これ よ り得 ら

れ た因子得点 を用 い て ク ラ ス タ
ー
分析 を行 っ た．青年女

子 お よ び 高齢女子 の 上 腕部を ク ラ ス タ
ー
分析 した結果 ，

それ ぞれ 7 お よび 5 の ク ラ ス タ
ー

に わ か れ た．図 2 は そ

の ク ラス タ
ーご との 因子得点の 平均値を図式化 して 示 し

た もの で ある．こ こ で ， 上 腕部形態の 因子 分析か ら，

FAC 　1は ， 上腕部の 腋点 よ り上 部 の 縦方向の 長 さを 表す

58

因子の 因子得点の 平均値，FAC 　2は，上腕部 の 周径を表

す因子 の 因子得点の 平均値，FAC 　3は ， 上腕都の 腋点 よ

り 下部 の 縦方向の 長 さを表す因子の 因子得点の 平均値を

表す．そ の 下 の 数字は 人数と出現率で ある．

　青年女子，高齢女子 ともに各因子の 大きさの 小さい ク

ラ ス タ ーIVと 1 が 30．　8　％ ，3α 4 ％ で 出現し， こ の ク

ラ ス ターは，上 腕部の 項目の 値が 全体に 小 さ い 形態で あ

る．青年女子 は ， 上腕部の 腋点よ り上部の 縦方向の長 さ

の 因子の 大きい ク ラ ス タ
ー1 ，H が 41．4 ％で あり， 1〜

M ，F ．
， 1 〜H ， 1〜A ， 1〜P ， 1〜M ．　B ．が 長い 形

態で あ る．一
方，高齢女子で は ， 上 腕部 の 腋点 よ り下部

の 縦方向の 長 さを表す因子 が大きい ，つ ま り，1〜腕付

根下端位，1 〜 上 腕最大囲位の 大きい ク ラ ス タ ーは，皿 ，

皿の 41，3％ で あ り， 青年女子 に は ク ラ ス タ
ー

皿，Vlで 現

れ るが ， そ の 出現率は 15．4 ％ と低 い ．また，高齢女子

は 上 腕部の 周径を衰す 因子が 小 さい ク ラ ス ター1，H ， 】V

が 全体の 71，7％で ある．図 3 ，4 は ， それぞれ青年女子

お よ び 高齢女子の 腕付根部の ク ラ ス タ
ー
分析 の 結果で あ

る．出現 した腕付根部形状を ク ラ ス タ
ーご とに ト レ ース

し ， 同時に 示 し た．各因子得点の 表 し方 は ， 右下方 に示

す とお りで あ る．

　青年女子で は 第 1因 子か ら第 5 因 子 まで 平均 的 な値を

もっ ク ラ ス タ ー1 が全体 の 23．1 ％を し め ，つ い で こ の

ク ラ ス タ
ー

よ りも腕付恨部後部 の 腋点 よ り上 部の 長 さを

表す 因 子が小 さい ク ラ ス ター皿 と，腕付根部前部の 腋点

（778）
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ク ラス タ
ー． 1 ll 【H v

     

   
 

 
   

  鬱9
π ：24　（23．1％〕　鷺 ：　2　〔1．9％）　　匠 ：12　（11．5％）　処： 11　〔10．6％）　n ：　7　（6．7％）　罵 ：L2　〔11、5％）　　” ．　3　（2．9％〕

クラ ス ター　　 糎 皿 x 題 湿

 

 
 

 
翻 （i野
   

腕付桜邪後邯 の 　 碗付徹冊後部の

臓 点 よ リ ヒ部 の 　　 薩 煎 よ り 下 麟 の

　 さ　　　　　　FAC2 　 幅 と艮 さ

纛轟 魂簾、
腋点 より 1．都の 　　 A か ら の 上腕
5…さ　　　　　　 骨 ，貞の 位 置
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図 3。腕 付根部形 状 の 分類 （青年女子）

クラ ス タ
ー 1 II ー皿 V 鴨

画 （動（垂 （動

   

   

   

 

 
陀 ：12　〔26．1％）　　” ：　9　（19．6％）　卩 ：　3　〔6．5％）　n ： 13　〔28，3％）　　屍 ：　1　（2．2％）　　腱 ：　4　〔8．7％，　”：　2　ゴ4．3％）　　　　鯉 ： 2　〔4．3％〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 FAC2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 碗 「

．
「繼 記 串1觚 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 FAC3 　　　　　　　職 ＋／・よ
1卩卜．師 ノI
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　　　鷲愚臓 、
，／
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黷 野
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　反さ 　 　 A か 」’・の 1
．．腕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 骨頭 州 ヴ置

図 4．腕 付根部 形 状の 分類 （高齢女子）

よ り上 部 の 長 さを表す因子が 小 さい ク ラ ス タ ーVIが それ

ぞれ H ．5％ ， 11．5 ％ の 出現率で 現れ る．また ク ラ ス タ

ーW は腕付根部前部の 腋点 よ り下部 の 幅 と長 さを表す因

子 と腕付根部後部の 腋点 よ り上部の 長 さを 表す因子が 小

さ く，A か ら の 上 腕骨頭の 位置を表 す 因 子が大 きい ク ラ

ス タ ーで あ り，10．6 ％ の 出 現率 で あ る， こ れ らの ク ラ
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　ス タ
ー

で 全体の 56．7 ％ で ある．

　　高齢女 子 で は ，腕付根部後部の 腋点 よ り下部の 幅 と長

　さを表す因子 ， 腕付根部前部の 腋点 よ り下部 の 幅 と長 さ

　を 表す因子，腕付根部後部 の 腋点 よ り上部の 長 さを表す

　因子 の 大きい ク ラ ス タ ーIVが 全体の 28．3％ で あ り， こ

　の 形態は ， 他 の ク ラ ス タ
ー

に 比 べ ，腕付根部が 全 体に 大

　きい ．こ の ク ラ ス タ ー
で は ，前腋点 F お よび 後腋点 B の

位置が 下垂 して 上部 の 幅に 比ぺ て ， 前腋点 F 〜後腋点 B

　の 直線距離が 大 きくな っ て い る．つ い で 第 1〜第4 因子

　の 小さい ク ラ ス タ ー1が 26．1％ で あ り， こ の 形態は，

　A か らの 上 腕骨頭の 位置を除 く腕付根部の 項 目，全て が

小 さい ク ラ ス タ
ー

で あ る．また ， 腕付根部前部 の 腋点 よ

　り上 部 の 長 さを表す因子 と腕付根部後部の 腋点 よ り上部

の 長 さを表す因子が 大きい ク ラ ス タ
ー

皿 が 19，6％ で あ

　り，こ の ク ラ ス タ ー
は 縦方向 に 長 い 腕付根部形状 を して

い る．縦方向に 長 い 腕付根部形状 の ク ラ ス タ
ー

は 五 ， IV，
V ， W ；田 で 58．7％で あ り， こ れ は ，青年女子 の 腕 付根

部形状 とは 著 し く異 な る点 で あ る．

　　こ れ らの 結果か ら ， 体幹部 ， 上肢部 ， 上 腕部 ， 腕付根

部 に 関わ る上半身衣服 の 設計に つ い て 考察す る．

　 青年女子の 場合，正準相 関分析か ら得た結果 ， すなわ

ち， 乳頭位胸囲 ，胴囲 と上 腕部の 周 径に 関す る頂 目，ま

た，背丈 ， 前丈，腕 の 長 さ と上 腕部，腕付根部 の 縦方向

の 長 さの 項 目 との 相関が 高い こ とか ら， 身頃 と袖の 設計

は 関連づ け られ る もの と考え るが，高齢女子に お い て は

そ の よ うな対応がない た め ，青年女 子 とは 別 の 方濠 で ，

身頃 と袖の 設計をす る必要 の あ る こ とが 示唆され た．

　上腕部形態に つ い て ， 青年女子は 腋点 よ り上部の 縦方

向の 長 さが 長 い ク ラ ス タ ーが 多 く， 高齢女子は腋点 よ り

下部 の 縦方向 の 長 さが 長 い ク ラ ス タ
ー
が多い こ とか ら，

青年女子 と高齢女 子 とは ．全 く異 な っ た 袖 の 設 計が 必 要

で あ る と考 え る，

　腕付根部形状 に っ い ては ， 同 じ寸法 の 腕付根囲で あ っ

て も ， 腕付根部形状 が異 な っ て い る 場合，袖付 け の 外 観

や ， 着用 感に 影響 を及 ぼす と考 え られ る．特に ，高齢女

子の場合，分類され た 腕付根部形状 は ， それぞれ が大 き

く異な っ て お り， また ， 縦方向 に 長 い 形状が 多 い た め ，

身頃に お い て ， 袖 ぐりの くり下げを大 きくし ， また ， 袖

に お い て は，高 い 袖 山 を 持つ ，袖の 設計が 必要 で ある と

考 え る ．し か し，袖付 け の 静 止 時 の 外観 の 美 し さ よ り，

動作時の 着易 さか らは ， 袖山の 低い ． 袖下の 長 い 袖設計

が 必要で あ る と推察され る，

No．　8 （1992）

　 4・ 要　　約

　 上 腕部形態お よ び腕付根部形状と体幹部 お よ び上 肢部

と の 関 わ りを 調べ るた め ， 正準相関分析を行 っ た．その

結果，青年女子に お い て は，第 1正準変量へ 貢献の 大 き

い 項 目は，周径 に 関す る項 目で ，第 2正 準変量に つ い て

は，丈お よ び 縦方向の 長 さの 項 目で あ っ た が ， 高齢 女子

に っ い て は さまざま な項 目が 抽出 され，青年女子の よ う

な関係 は 捉えられな か っ た．

　 さ らに ，上 腕部，腕付根部 そ れ ぞれ の 計測値を因子分

析 し，得 られ た 因子得点か ら ク ラ ス タ ー
分析 し ， 上 腕部

形態を青年女子 は 7 ，高齢女于 は 5 の ク ラ ス ターに 分類

した．青年女子 ， 高齢女子ともに上 腕部が全体に 小 さ い

形態 の ク ラ ス タ
ー
がそれぞれ 30．　8　％ ，30，φ％ で 出現 し

た．青年女 子 で は，上腕部 の 腋点 よ り上 部の 縦方向の 長

さ の 因 子 の 大 きい ク ラ ス タ ーが 41．4 ％ で あ る こ と に 対

して，高齢女子 で は 上腕部の 腋点 よ り下 部 の 縦方向の 長

さの 因 子の 大 きい ク ラ ス タ ーが 4L3 ％ で あ っ た，

　腕付根部形状 の ク ラス ター
は そ の 形状の ト レ

ー
ス との

比較 か ら検討 した と こ ろ ， 青年女 子 で は 標準的な ク ラ ス

タ
ー，腕付根部前部の 腋点 よ り上 部 の 長 さを表す因子が

小さ い ク ラ ス タ
ー

， 腕付根部後部 の 腋点 よ り上 部 の 長 さ

を 表す 因子が 小 さい ク ラ ス タ
ーが 全 体 の 46．1 ％で あ り，

高齢女 子で は 青年女 子 と比較 して ， 腋点位 の 幅が腕付根

部形状 の 上部の 幅 よ り広 い ク ラ ス タ
ー，また，縦方向に

長 い 腕付根部形状を して い る ク ラ ス ターが 多 く， 青年女

子 との 違 い が 明らか に な っ た．こ れ らの こ とか ら，身頃
と袖の 設計に お け る問題点を 2 ，3考察 で きた．

　稿 を終え る に あ た り，御懇篤な御校閲を賜 りま した 奈

良女子 大学教授丹 羽 雅子 先 生 に 厚 く感謝 い た しま す．
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